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【成果の活用】

主食のin vitro胃内消化の観察・解析
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※帝京平成大学との共同研究の成果です。
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 主食の胃内消化性を考慮した新たな食品・食事の設計

 胃のぜん動運動が定量的に模擬された「ヒ
ト胃消化シミュレーター」の利用により，
代表的な主食の胃内消化挙動を観察・解析
できた。

 食品粒子の微細化および含有栄養成分の放
出などの挙動は，主食の構造および構成成
分の影響を大いに受けた。

In vitro胃内消化*の直接観察結果

ヒト胃消化シミュレーター （特許第6168585号）【成果の特徴】

【成果の内容】
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大きいサイズ 小さいサイズ

 主食の種類により，「粒子の微細化（破断，表面崩壊）」
「粒子表面からの栄養成分の放出」「粒子の膨潤」などの
消化挙動に特徴的な違いが認められた。

消化試験後の粒子サイズ分布

開始直後 60分後 開始直後180分後 60分後 180分後
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*人工胃液pH: 1.3
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